
2026 年度
聖徳学園中学校 適性検査（２科型）

適性検査Ⅰ・Ⅱ 解答例と解説

　この解答例と解説はあくまでも採点の一例を示したものです。
　本校にお問い合わせいただきましても、個別の採点内容等につきましては、
お答えできません。あらかじめご了承ください。



適
性
検
査
Ⅰ
〈
２
科
型
〉
解
答
例
／
解
説 

 

文
章
１ 

 

出
典
は
、
濱
野
京
子
『
レ
ガ
ッ
タ
！ 

水
を
つ
か
む
』に
よ
る
。
ボ
ー
ト
部
に

所
属
す
る
高
校
生
の
有
里
が
、
部
活
動
の
中
で
自
分
の
苦
手
意
識
を
克
服
す
る

た
め
に
努
力
し
つ
つ
も
、な
や
み
、ゆ
れ
動
く
様
子
を
え
が
い
た
文
章
で
あ
る
。

自
分
の
苦
手
意
識
を
克
服
し
、
ボ
ー
ト
を
た
く
み
に
漕
げ
る
よ
う
に
な
る
た
め

に
奮
闘
す
る
有
里
の
心
情
の
動
き
、
引
退
す
る
三
年
生
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
へ

の
有
里
の
思
い
を
理
解
し
て
い
き
た
い
。 

 

文
章
２ 

 

出
典
は
、
本
田
有
明
『
勇
気
を
出
し
て
、
は
じ
め
の
一
歩
』
に
よ
る
。
立
ち
幅

跳
び
の
で
き
な
い「
ぼ
く
」と
、一
輪
車
に
乗
れ
な
い
ダ
ニ
エ
ル
と
い
う
二
人
の

小
学
生
が
、
そ
れ
ぞ
れ
苦
手
な
こ
と
を
克
服
す
る
た
め
に
努
力
す
る
様
子
を
え

が
い
た
文
章
で
あ
る
。
一
輪
車
乗
り
の
練
習
を
重
ね
る
ダ
ニ
エ
ル
の
様
子
や
、

練
習
に
協
力
す
る「
ぼ
く
」の
心
情
、一
輪
車
乗
り
を
マ
ス
タ
ー
し
た
ダ
ニ
エ
ル

に
影
響
さ
れ
て
、立
ち
幅
跳
び
に
再
度
挑
戦
す
る「
ぼ
く
」の
様
子
を
読
み
取
っ

て
い
き
た
い
。

〔
問
題
１
〕 

解
答
例 

 

思
い
出
を
語
っ
た
他
の
三
年
生
と
ち
が
っ
て
未
来
を
語
り
、
こ
れ
か
ら
の
人

生
を
し
っ
か
り
生
き
よ
う
と
呼
び
か
け
た
と
こ
ろ
。（
四
十
九
字
） 

【
解
説
】 

 

「
他
の
三
年
生
の
言
葉
と
の
ち
が
い
に
ふ
れ
な
が
ら
」と
あ
る
の
で
、朋
美
の

言
葉
と
、
他
の
三
年
生
の
言
葉
を
比
べ
て
、
ど
の
よ
う
な
ち
が
い
が
あ
る
の
か

を
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
他
の
三
年
生
が
、「
部
活
を
通
じ
て
一
番
思
い
出
に

残
っ
た
こ
と
や
、大
会
で
の
出
来
事
」を
語
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、朋
美
だ
け

は
「
終
始
未
来
を
語
」
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
朋
美
は
、「
二
年
と
一
年
」
が
来

年
、
再
来
年
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
同
期
と
と

も
に
受
験
勉
強
を
が
ん
ば
っ
て
、来
春
に「
笑
顔
で
未
来
を
祝
福
し
た
い
」と
い

う
思
い
を
示
し
た
う
え
で
、こ
れ
か
ら
の
人
生
を「
し
っ
か
り
生
き
よ
う
」と
呼

び
か
け
て
い
る
。
有
里
が
、
新
た
な
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
入
学
式
の
日

の
こ
と
を
思
い
出
し
な
が
ら
、
朋
美
の
「
わ
た
し
た
ち
の
人
生
は
ま
だ
こ
れ
か

ら
」
と
い
う
言
葉
を
「
か
み
し
め
て
」
い
る
こ
と
か
ら
も
、
未
来
を
語
り
、「
し

っ
か
り
生
き
よ
う
」
と
呼
び
か
け
る
朋
美
に
強
く
心
を
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
読
み
取
れ
る
。 
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Ⅰ



〔
問
題
２
〕 

解
答
例 

 
ダ
ニ
エ
ル
が
今
ま
で
の
失
敗
の
積
み
重
ね
を
糧
に
し
て
、
一
輪
車
を
乗
り
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
気
持
ち
。 

【
解
説
】 

 

「
ぼ
く
」
が
ダ
ニ
エ
ル
に
言
っ
た
、「
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
は
、

「
お
め
で
と
う
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
。
ま
た
、直
後
に「
こ
の
う
れ
し
い
気
分

を
利
用
し
て
、ぼ
く
も
試
し
て
み
よ
う
」
と
い
う「
ぼ
く
」の
思
い
が
え
が
か
れ

て
お
り
、「
ぼ
く
」
が
「
う
れ
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、「
ぼ
く
」
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
「
う
れ
し
い
」
と
感
じ
て
、「
お

め
で
と
う
」
と
言
っ
た
の
か
を
考
え
る
。「
ぼ
く
」
は
、
ダ
ニ
エ
ル
が
「
悪
戦
苦

闘
」
を
く
り
返
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
失
敗
の
積
み
重
ね
」
を
「
糧
」
に
し
て
、

一
輪
車
乗
り
を
マ
ス
タ
ー
し
た
こ
と
や
、「
タ
イ
ヤ
で
き
れ
い
な
円
を
描
け
る
ま

で
」
に
「
上
達
し
て
い
っ
た
」
こ
と
に
対
し
て
、「
う
れ
し
い
気
分
」
に
な
り
、

ダ
ニ
エ
ル
の
努
力
と
成
果
を
ほ
め
た
た
え
て
、「
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
！
」
と
い
う
祝
福
の
言
葉
を
お
く
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

 

作
文
の
テ
ー
マ
と
条
件
を
ま
ず
確
か
め
る
こ
と
。
テ
ー
マ
は
「
苦
手
な
こ
と

を
克
服
し
よ
う
と
す
る
場
合
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
考
え
る
か
」

で
あ
る
。
全
体
の
字
数
は
三
百
六
十
字
以
上
四
百
字
以
内
だ
が
、
第
一
段
落
の

字
数
が
八
十
一
字
以
上
百
字
以
内
と
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
気
を
つ
け
よ
う
。

ま
た
、
第
一
段
落
に
は
「
あ
な
た
が
考
え
る
心
が
け
た
い
こ
と
」、
第
二
段
落
に

は
「
な
ぜ
そ
れ
を
心
が
け
た
い
の
か
」
を
書
く
と
い
う
条
件
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。
さ
ら
に
、
文文
章章
１１
あ
る
い
は
文文
章章
２２
の
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
い
う
条

件
も
あ
る
の
で
、
文文
章章
１１
の
有
里
や
、
文文
章章
２２
の
「
ぼ
く
」
と
ダ
ニ
エ
ル
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
苦
手
な
こ
と
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
ま
と
め
る
と
よ

い
。
登
場
人
物
た
ち
の
や
り
方
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
自
分
自
身
が
心
が
け
た

い
と
思
う
こ
と
と
そ
の
理
由
を
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
考
え

よ
う
。 
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〔
問
題
２
〕 

解
答
例 

 

ダ
ニ
エ
ル
が
今
ま
で
の
失
敗
の
積
み
重
ね
を
糧
に
し
て
、
一
輪
車
を
乗
り
こ

な
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
う
れ
し
く
思
う
気
持
ち
。 

【
解
説
】 

 

「
ぼ
く
」
が
ダ
ニ
エ
ル
に
言
っ
た
、「
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
」
は
、

「
お
め
で
と
う
」
と
い
う
意
味
の
言
葉
。
ま
た
、直
後
に「
こ
の
う
れ
し
い
気
分

を
利
用
し
て
、ぼ
く
も
試
し
て
み
よ
う
」
と
い
う「
ぼ
く
」の
思
い
が
え
が
か
れ

て
お
り
、「
ぼ
く
」
が
「
う
れ
し
い
」
と
感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
た
が

っ
て
、「
ぼ
く
」
が
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
対
し
て
「
う
れ
し
い
」
と
感
じ
て
、「
お

め
で
と
う
」
と
言
っ
た
の
か
を
考
え
る
。「
ぼ
く
」
は
、
ダ
ニ
エ
ル
が
「
悪
戦
苦

闘
」
を
く
り
返
し
な
が
ら
も
、
そ
の
「
失
敗
の
積
み
重
ね
」
を
「
糧
」
に
し
て
、

一
輪
車
乗
り
を
マ
ス
タ
ー
し
た
こ
と
や
、「
タ
イ
ヤ
で
き
れ
い
な
円
を
描
け
る
ま

で
」
に
「
上
達
し
て
い
っ
た
」
こ
と
に
対
し
て
、「
う
れ
し
い
気
分
」
に
な
り
、

ダ
ニ
エ
ル
の
努
力
と
成
果
を
ほ
め
た
た
え
て
、「
コ
ン
グ
ラ
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
！
」
と
い
う
祝
福
の
言
葉
を
お
く
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

〔
問
題
３
〕 

解
答
例 

 

解
答
省
略 

【
解
説
】 

 

作
文
の
テ
ー
マ
と
条
件
を
ま
ず
確
か
め
る
こ
と
。
テ
ー
マ
は
「
苦
手
な
こ
と

を
克
服
し
よ
う
と
す
る
場
合
、ど
の
よ
う
な
こ
と
を
心
が
け
た
い
と
考
え
る
か
」

で
あ
る
。
全
体
の
字
数
は
三
百
六
十
字
以
上
四
百
字
以
内
だ
が
、
第
一
段
落
の

字
数
が
八
十
一
字
以
上
百
字
以
内
と
決
ま
っ
て
い
る
の
で
、
気
を
つ
け
よ
う
。

ま
た
、
第
一
段
落
に
は
「
あ
な
た
が
考
え
る
心
が
け
た
い
こ
と
」、
第
二
段
落
に

は
「
な
ぜ
そ
れ
を
心
が
け
た
い
の
か
」
を
書
く
と
い
う
条
件
も
忘
れ
な
い
よ
う

に
す
る
。
さ
ら
に
、
文文
章章
１１
あ
る
い
は
文文
章章
２２
の
内
容
を
ふ
ま
え
る
と
い
う
条

件
も
あ
る
の
で
、
文文
章章
１１
の
有
里
や
、
文文
章章
２２
の
「
ぼ
く
」
と
ダ
ニ
エ
ル
が
、
ど

の
よ
う
に
し
て
苦
手
な
こ
と
を
克
服
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
ま
と
め
る
と
よ

い
。
登
場
人
物
た
ち
の
や
り
方
を
ふ
ま
え
た
う
え
で
、
自
分
自
身
が
心
が
け
た

い
と
思
う
こ
と
と
そ
の
理
由
を
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
ふ
り
返
り
な
が
ら
考
え

よ
う
。 

１ 
〔問題１〕 

   

〈説明〉 

【解 説】 

作ることができる的は、色の組み合わせを考えると、下の図のようになります。 

板を２種類使うとき(４通り) 

板を３種類使うとき(２通り) 板を４種類使うとき(１通り) 

板を２種類使うとき 

（４０ｃｍ、３０ｃｍ)、（４０ｃｍ、１０ｃｍ）、 

（３０ｃｍ、２０ｃｍ）、（２０ｃｍ、１０ｃｍ）の４通り 

板を３種類使うとき 

（４０ｃｍ、３０ｃｍ、２０ｃｍ）、 

（３０ｃｍ、２０ｃｍ、１０ｃｍ）の２通り 

板を４種類使うとき 

（４０ｃｍ、３０ｃｍ、２０ｃｍ、１０ｃｍ）の１通り 

よって、全部で、４＋２＋１＝７(通り) 

 

７ 作ることができる的の種類 〔    〕通り 
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〔問題２〕 

 

 

〈説明〉 

 

【解 説】 

４回とも的に当たらなかったときの得点は０点なので、ＡさんとＢさんのどち

らの得点も、４回とも的に当たらなかった場合の結果ではありません。 

よって、的に当たらなかった回数はＢさんよりＡさんの方が多いので、Ａさんが

２回、３回のどちらか、Ｂさんが１回、２回のどちらかとなります。 

このうち、的に当たらなかった回数が３回のとき、４回目に１回だけ１０点の的

に当たった場合の得点が最も高い得点になるので、得点は１２点になりません。 

よって、Ａさんのボールが的に当たらなかった回数は２回であることが分かり、

Ｂさんのボールが的に当たらなかった回数は１回だけであることが分かります。 

Ａさんがボールを何回目に当てられなかったかを考えると、１回目は当てられ

ず、２回目、３回目、４回目のいずれかでもう１回ボールを当てられなかったと

分かります。 

Ｂさんのボールが的に当たらなかった回が１回目のとき、２回目、３回目、４回

目の結果で得点が１８点になることはありません。  

ＡＡさんのボールの当たり方  〔       〕通り ６ 

ＢＢさんのボールの当たり方  〔       〕通り 

 
３ 

Ａさんが２回以上的をはずして１２点になるのは、 

はずれ→はずれ→７点→５点 ····· ０＋０＋７＋５＝１２（点） 

はずれ→はずれ→５点→７点 ····· ０＋０＋５＋７＝１２（点） 

はずれ→１０点→５点→はずれ ··· ０＋１０＋５－３＝１２（点） 

はずれ→１０点→はずれ→５点 ··· ０＋１０－３＋５＝１２（点） 

はずれ→５点→１０点→はずれ ··· ０＋５＋１０－３＝１２（点） 

はずれ→５点→はずれ→１０点 ··· ０＋５－３＋１０＝１２（点） 

の６通りである。 

 

Ｂさんが１回だけ的をはずして１８点になるのは、 

７点→７点→７点→はずれ ······· ７＋７＋７－３＝１８（点） 

７点→７点→はずれ→７点 ······· ７＋７－３＋７＝１８（点） 

７点→はずれ→７点→７点 ······· ７－３＋７＋７＝１８（点） 

の３通りである。 
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〔問題２〕 

 

 

〈説明〉 

 

【解 説】 

４回とも的に当たらなかったときの得点は０点なので、ＡさんとＢさんのどち

らの得点も、４回とも的に当たらなかった場合の結果ではありません。 

よって、的に当たらなかった回数はＢさんよりＡさんの方が多いので、Ａさんが

２回、３回のどちらか、Ｂさんが１回、２回のどちらかとなります。 

このうち、的に当たらなかった回数が３回のとき、４回目に１回だけ１０点の的

に当たった場合の得点が最も高い得点になるので、得点は１２点になりません。 

よって、Ａさんのボールが的に当たらなかった回数は２回であることが分かり、

Ｂさんのボールが的に当たらなかった回数は１回だけであることが分かります。 

Ａさんがボールを何回目に当てられなかったかを考えると、１回目は当てられ

ず、２回目、３回目、４回目のいずれかでもう１回ボールを当てられなかったと

分かります。 

Ｂさんのボールが的に当たらなかった回が１回目のとき、２回目、３回目、４回

目の結果で得点が１８点になることはありません。  

ＡＡさんのボールの当たり方  〔       〕通り ６ 

ＢＢさんのボールの当たり方  〔       〕通り 

 
３ 

Ａさんが２回以上的をはずして１２点になるのは、 

はずれ→はずれ→７点→５点 ····· ０＋０＋７＋５＝１２（点） 

はずれ→はずれ→５点→７点 ····· ０＋０＋５＋７＝１２（点） 

はずれ→１０点→５点→はずれ ··· ０＋１０＋５－３＝１２（点） 

はずれ→１０点→はずれ→５点 ··· ０＋１０－３＋５＝１２（点） 

はずれ→５点→１０点→はずれ ··· ０＋５＋１０－３＝１２（点） 

はずれ→５点→はずれ→１０点 ··· ０＋５－３＋１０＝１２（点） 

の６通りである。 

 

Ｂさんが１回だけ的をはずして１８点になるのは、 

７点→７点→７点→はずれ ······· ７＋７＋７－３＝１８（点） 

７点→７点→はずれ→７点 ······· ７＋７－３＋７＝１８（点） 

７点→はずれ→７点→７点 ······· ７－３＋７＋７＝１８（点） 

の３通りである。 

２ 
〔問題１〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

（１）  

図図１１から、総発電電力量は、１０１８６億 kＷh であることが読み取れま

す。このうち、石炭・石油・天然ガスのそれぞれの原料による発電電力量

を計算します。 

石炭は１０１８６kＷh×０．３０９＝３１４７．４７４となり、小数第一

位を四捨五入して３１４７ kＷhとなります。 

石油は１０１８６kＷh×０．０４＝４０７．４４となり、小数第一位を四

捨五入して４０７kＷhとなります。 

天然ガスは１０１８６kＷh×０．３４=３４６３．２４となり、小数第一位

を四捨五入して３４６３ kＷhとなります。 

（２） 

図図３３からは、水力発電の割合が減っていることや、火力発電の割合が増え

ていること、１９７０年から原子力発電の割合が増え始め、２０２０年に

は東日本大震災の影響を受けて割合が減っていること、新エネルギーの割

合が１９８０年から徐々に増えてきていることなどが読み取れます。 

 

 
（１）（選んだ一つを〇で囲みなさい。） 

石炭    石油     天然ガス 

〈選んだ原料の発電量〉                    億 kWh 

（２） 

                                                   

407 （億 kWh）   3463 （億 kWh） 

3147 

 

1960 年までは水力発電が中心だったが、その後は火力発電が中心となり、1980

年以降は原子力や新エネルギーも加わった。 
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

会話文から火力発電に必要な石炭・石油・天然ガスはほとんどを外国からの輸入

に頼っています。また、原子力発電の原料となるウランもすべて外国からの輸入

に頼っていることが分かります。そのため、原料の輸入に便利な沿岸部に発電所

がつくられています。 

図図４４から、火力発電所は東京や名古屋、大阪など大都市の沿岸部に立地している

ことが分かります。 

図図５５と先生の説明から、原子力発電では、原子炉を冷却する際に大量の水が必要

であり、この水として海水を確保するために沿岸部に立地していることが分か

ります。また、原子力発電は、万が一の事故に備えて大都市をさけた地域に立地

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 火力発電と原子力発電共に原料を輸入する必要があるため、港に近

いところに発電所を設置することで輸送費等のコストを削減でき

る。 

火力発電所は電力の大消費地である大都市や工業地帯（地域）が沿

岸部にあるためその近くに立地しているが、原子力発電所は原子炉

を冷却する際に海水を利用するため沿岸部に立地している。 

〈共通点〉  

 

 

〈異
こと
なる点〉  
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〔問題２〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

会話文から火力発電に必要な石炭・石油・天然ガスはほとんどを外国からの輸入

に頼っています。また、原子力発電の原料となるウランもすべて外国からの輸入

に頼っていることが分かります。そのため、原料の輸入に便利な沿岸部に発電所

がつくられています。 

図図４４から、火力発電所は東京や名古屋、大阪など大都市の沿岸部に立地している

ことが分かります。 

図図５５と先生の説明から、原子力発電では、原子炉を冷却する際に大量の水が必要
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しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 火力発電と原子力発電共に原料を輸入する必要があるため、港に近

いところに発電所を設置することで輸送費等のコストを削減でき

る。 

火力発電所は電力の大消費地である大都市や工業地帯（地域）が沿

岸部にあるためその近くに立地しているが、原子力発電所は原子炉

を冷却する際に海水を利用するため沿岸部に立地している。 

〈共通点〉  

 

 

〈異
こと
なる点〉  

 

 

 

 

 

 

 

 

【解 説】 

カカーードド１１から、スマートグリッドではどの発電方式で生み出された電気を優先

的に使うかを選択することができるとあります。温室効果ガスの一部である二

酸化炭素を多く排出する火力発電ではなく、環境にやさしい新エネルギーによ

って発電された電気を優先的に使うことで、二酸化炭素排出量を減らすことが

できます。 

カカーードド２２と会話文から、コンバインドサイクル発電は、より少ない化石燃料で多

くの発電をすることができることが読み取れます。化石燃料を使用するとして

も、この方法で発電すれば、化石燃料を使用する量を減らすことにつながるので、

その結果、二酸化炭素排出量を減らすことができます。 

 

  

（選んだ一つを〇で囲みなさい。） 

カカーードド１１                カカーードド２２  

カード 1 温室効果ガスの排出が少ない再生可能エネルギーを優先的に使うことで 
火力発電による二酸化炭素などの排出をおさえ、地球温暖化が進まないよ 
うにする。 

カード 2 従来より発電効率のよいコンバインドサイクル発電を取り入れること 
で、発電量に対する化石燃料の使用量を減らすことができるため、その 
結果、二酸化炭素などの排出をおさえ、地球温暖化が進まないようにする。 
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〔問題１〕 

 
【解 説】 

表１から、あわの高さが最も高くなったのは液体ハンドソープの体積が 

９０ｍＬ、水の体積が６０ｍＬのときとわかります。全体の体積（液体ハンドソ

ープの体積＋水の体積）に対する液体ハンドソープの体積の割合（％）は、 

９０÷（９０＋６０）×１００＝６０（％）となります。また、最もあわ立ちが

良いときの割合で全体の体積が２００ｍＬになるようにするには、全体の体積

２００ｍＬに対する液体ハンドソープの体積の割合（％）を６０％にすればよい

ので、入れる液体ハンドソープの体積は２００×０．６＝１２０（ｍＬ）、 

水の体積は２００－１２０＝８０（ｍＬ）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

最もあわ立ちが良いときの全体の体積（液体ハンドソープの体積＋水の

体積）に対する液体ハンドソープの体積の割合（％） 

 

                        ６０   ％ 

 

最もあわ立ちが良いときの割合で全体の体積が２００ｍＬになるよう

にするときの、液体ハンドソープと水の量 

 

液体ハンドソープ  １２０  ｍＬ 

 

                   

水          ８０  ｍＬ 
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【解 説】 
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水の体積は２００－１２０＝８０（ｍＬ）となります。 

 

 

 

 

 

 

 

最もあわ立ちが良いときの全体の体積（液体ハンドソープの体積＋水の

体積）に対する液体ハンドソープの体積の割合（％） 

 

                        ６０   ％ 

 

最もあわ立ちが良いときの割合で全体の体積が２００ｍＬになるよう

にするときの、液体ハンドソープと水の量 

 

液体ハンドソープ  １２０  ｍＬ 

 

                   

水          ８０  ｍＬ 

 

 

 

〔問題２〕 

 
【解 説】 

資料１・２より、ノズルをおすと、ボールＡの栓が開き容器内の液体がおし上げ

られて、液体があみ目につくことがわかります。あわになって出るハンドソープ

は、液体のまま出るハンドソープに比べて水っぽいので、液体があみ目に広がり

ます。また、資料２より、このとき同時に、Ｃの部分がおし下げられ、空気室の

中の空気があみ目を通りながらノズルの中に送りこまれることがわかります。

このノズルの中に送りこまれた空気が液体と混ざり、あみ目を通るときにあわ

ができ、ノズルから出ていきます。 

 

 

（例）ノズルをおすと、容器内の液体があみ目に広がり、ノズル内のお

し出された空気によって液体があみ目からあわとなって出てくる。 

 

（例）ノズルをおすと、容器内の液体があみ目によって、小さなシャボ

ン玉が集まった状態で出てくる。 
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